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UVSOR のレーザーコンプトン(LCS)ガンマ線を用いて、鉛、鉄、アルミニウムからなる小型ファントム

において鉛の同位体である 208
Pb のみを CT によって非破壊イメージングする事に成功した。本研究では、

低解像度な測定結果から良質な CT 再構成を行う事が可能なソフトウェア開発した。 

 

キーワード：同位体イメージング，核共鳴蛍光散乱(NRF)，コンピュータトモグラフィ(CT) 

 

1. 緒言 

LCS ガンマ線を用いた同位体 CT 測定手法が提案されており[1]、我々の研究グループでは放射光施設

UVSOR において LCS ガンマ線ビームラインを新たに立ち上げ、その原理実証研究を行っている。本手法

は NRF を用いて同位体識別を行うが、NRF の散乱断面積は小さく、現状の LCS ガンマ線強度では長時間

測定が必要である。限られた測定時間で測定を終える為には、CT 測定の角度測定条件および位置測定点を

少なくする必要が有り、測定データは非常に低解像度な物となる。その為、投影数や画素数の少ない低解

像度な測定データから良質な CT 再構成像を得る手法を新たに確立する必要がある。 

2. ソフトウェア開発 

逐次近似法は、角度投影数や空間測定点が少ない条件でも再構成が可能である。逐次近似法には加算型

と乗算型があるが、収束性が良いために加算型逐次近似法である ART
[2]法をベースとした。ART 法を用い

た画像再構成では、再構成画像イメージを回転させ、順投影した結果と測定で得られた投影データとの差

分をとり、それを逆投影する必要が有るが、解像度が低くデータ点数が少ない場合は、その操作を行う際

に格子点の欠損等が発生する場合がある。この問題を解決する為に、

再構成前に格子点数を 8 倍に増やし、再構成後に 8 分の 1 に減らす

前処理および後処理を追加した。更に計算途中のデータのロスを避

ける為、計算領域を拡大するなどの対策を施した。 

3. 結果 

開発したソフトウェアにより得られた再構成像を図 1 に示す。図

中の鉛 208 存在量が高い領域は実際の鉛配置と良く一致し、低解像

度の測定結果から良質な再構成像を得られる事を確認した。 
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図 1 : 再構成画像。カラーバーは 

鉛 208存在量の相対値を示す。 
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